
第 103 回演奏会
2005 年 5 月 26 日（木）18 時 30 分（開場 18 時）

　����年ドイツ，ビーレフェルト市に生まれる．ビーレフェルト市マリ
エン教会の主任牧師を父とし，幼少の頃からパイプオルガンを始めとす
る教会音楽一般に多大な影響を受けながら育つ．デトモルト国立音楽大
学へ作曲専攻にて入学，作曲をヨハネス・ドリースラーとギセルヘル・
クレーベに師事．����年に教務課程科を卒業，ドイツ国家資格を教務課
程において取得後，����年には音楽教育家のドイツ国家試験を取得．引
き続き同大学院作曲課程科に学び ����年に卒業．����年来日，現在は
国立音楽大学及び大学院にて作曲科の教授として後進の指導にあたる．

　作品の分野は諸編成の交響曲，室内楽曲，声楽曲
から和楽器のアンサンブル曲等にも及び，中でもパ
イプオルガンのための作品はその創作活動の中で重
要な位置を占める．これらの作品は世界各国の多く
の演奏家により取り上げられ，ドイツ放送局，西ド
イツラジオ，ヘッセン放送局，���等によっても頻
繁に収録，放送されている．また，多くのパイプオ
ルガン曲，並びにピアノ曲を中心とした室内楽作品
がドイツのメーゼラー出版社と全音楽譜出版社より
出版されている．
　作曲家としての活動の傍らオルガニストとしても
活発な演奏活動を続けており，����年にはドイツの
エルツ山脈地方ナッサウのジルバーマン製作の歴史
的オルガンにて ��を収録した．

第 104 回演奏会
2005 年 6 月 2 日（木）18 時 30 分（開場 18 時）

　イギリス，ブリストル生まれ．ロンドン王立音楽アカデミーにて�・ホー
クリッジ，�・マクドナルドのもとでオルガンとピアノを学んだ後，ス
イス，ジュネーブでリオネル・ロッグの薫陶を受けた．����年，また
����年にダブリン国際オルガンコンクールで受賞．����年には，それま
での演奏経歴によりロンドン王立音楽アカデミーの協力会員の栄誉を授
けられた．
　ソロの演奏会オルガニストとして世界中に公演旅行をするかたわら，
夫人のジャネット・フィシェルとも共演．ロンドン王立フェスティバル・
ホール，ケンブリッジ・キングスカレッジを初めとする世界各地の著名
な演奏会場で，演奏会を行ってきた．
　演奏家としてばかりではなく，ブダペストのフランツ・リスト・アカ
デミー他で講師として教育活動も行ってきた．またその演奏は ���のテ
レビ・ラジオを通して世界各地に放送されている．
　ミシガン大学の国際オルガン・コンクール審査員，����年，����年の
グダニスクでのスウェーリンク・コンクール審査員．アメリカ在住．ゴー
ルズボロの聖ステパノ教会オルガニスト兼音楽監督．����年夏にその合
唱団を率いて海外コンサートを行った．���������年には東カルフォルニ
ア大学でオルガンと教会音楽を指導．

　インディアナ大学とノースウエスタン大学でオルガン演奏の学位取得．
�・ワーリング，�・ホロウェイ，�・ジャンセン他に学んだ．在学中から，
鍵盤楽器部門の年間若手奏者に選ばれた．サントリー・ホール，ケンブリッ
ジ・キングスカレッジ，ベルリン歌劇場，フランツ・リスト・アカデミー，

プラハ春の音楽祭などでの演奏活動や
審査員としての関与をつうじて，演奏
会オルガニスト，また教師として国際
的に認知されている．オルガン曲や演
奏法についての著作も多い．
　�・デュプレ，�・エベン，�・�・バッ
ハの曲のソロ演奏や，夫コリン・アン
ドリューズとのデュエット演奏の ��録
音．���をはじめ世界各地の放送局か
らライブ演奏を放送．数々の若手オル
ガニスト育成国際コンクールの審査員
を務め，現在は ���州立若手演奏家コ
ンクール審査委員長．
　イースト・カロライナ大学音楽学部
の教授，グリーンヴィルの聖ポール教
会オルガニスト兼音楽監督．同教会の
合唱団を率いて各地で演奏活動，また
��録音を行った．
　アジア，オセアニアから南アメリカ，
ヨーロッパにわたる演奏旅行，教育活
動が企画されている．

ジャネット・フィシェル　���������������　（オルガン）

コリン・アンドリューズ　�������������　（オルガン）トーマス・マイヤー＝フイービッヒ　�������������������　（オルガン）

演奏者プロフィール


